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はじめに  

 

2014 年度から続く授業改善アンケートは、学生たちとともに授業を創るという理念のもと、

学生の回答に対する教員のコメントを付記し、集計結果とともに学内専用サイトで公開するこ

とで、授業改善の材料にするとともに学生へのフィードバックの役割も果たしている。本アン

ケートの特徴は以下の通りである。 

 

① 「履修動機について」「学生自身の授業への取り組み」「学生による教員への授業評価」「授

業を受けて得たもの」「総合的評価」の 5 つのカテゴリーで選択回答形式、「記述回答」の

カテゴリーは自由記述により回答されている。通常であれ先の 6 つのカテゴリーでアンケ

ートを行っているが今年はコロナ禍で遠隔授業が行われていたため、遠隔授業に関する質

問も 3 問加えている。 

 

② アンケートは、授業開始直後の 15 分間で行っている。学生にとっては、「振り返り」とい

う教育的な意義があり、教員の側としては、しっかりとした記述回答の時間を学生に保障

し、よりよい改善のための資料を得ようとする意図がある。 
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各質問項目の意図を以下に説明する。 

 

履修動機について 

この質問は、学生が授業を選択する際の動機について問う質問である。選択肢として 10 個

用意しており、その中から 3 つを選ぶ。 

  履修動機 ３つを選択せよ     

①授業内容に関心があったから ②教員に魅力があったから ③単位がとりやすそうだ

から ④友だちが多く履修しているから ⑤自分の専門に関係が深い分野だから ⑥幅

広い教養を身につけるため ⑦先輩に勧められたから ⑧希望授業が取れなかったので

仕方なく ⑨必修（あるいは免許取得に必要）だから  

⑩その他 

 

 

Ⅰ.学生自身の授業への取り組み 

 授業とは教員と学生とがともに創り上げるものであり、教員だけではなく学生自身の取り組

みもまた自省されなくてはならない。具体的には、質問のあとに特に選択肢が示されていない

限り、「①そう思わない ②あまりそう思わない ③どちらともいえない ④そう思う ⑤大い

にそう思う ⑥質問がこの授業に該当しない」という６項目の中から選択して回答する。 

  欠席回数  （①４回以上 ②３回 ③２回 ④１回 ⑤皆出席） 

  真面目に授業参加 

  事前準備 

  発展的学習 

  週平均の授業時外学習時間 

（①ほぼ０時間 ②１時間未満 ③１～２時間 ④２～３時間 ⑤３時間以上） 

 

Ⅱ.学生による教員への授業評価 

この質問群では、狭義の授業改善アンケートといえるもので、教員の授業技術、方法、内容

などの具体的な事柄を問うており、教員は改善点を見出すことができる。具体的には次のよう

な質問を用意した。 

 聞きやすい話し方 

 各回の授業内容の量が適切だった 

 各回の授業内容は明確だった   

  授業を乱す行為への対応 

  教科書は妥当であった 

   補助教材は効果的であった 

   板書の仕方（パワーポイントなど） 

   講義法以外の教授法（討論・発表など） 

   教員の授業準備 

   宿題・課題など 

（①多すぎる ②すこし多い ③適切である ③すこし少ない ⑤少なすぎる） 

   クラスの規模（受講学生数） 

（①多すぎる ②すこし多い ③適切である ④すこし少ない ⑤少なすぎる）   

   成績評価の基準の明確 

   授業実施教室は適切か 
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Ⅲ.授業の総合的な評価 

 この質問群では、これまでの質問群を踏まえたうえで、授業の総合的な評価を行う。数値に

よる総括的な評価である。具体的な質問項目は次の通りである。 

   この授業で、自分自身が成長できた 

   わかりやすい授業だった 

   この授業を受けて満足した 

 

 

Ⅳ.遠隔授業に関する評価 

この質問群では、今期行われた遠隔授業に対する評価を行う。数値による総括的な評価の面

と具体的な問題について回答してもらった具体的な質問項目は次の通りである。 

   遠隔授業の内容の理解度はどの程度ですか 

   授業の内容、実施方法は適切でしたか 

   「適切ではなかった」理由に該当するものを選んでください（複数選択） 

 

 

Ⅴ.学修成果の到達度の自己評価 

この質問群では、各授業におかれた「到達目標」を振り返って考えてみたときに、どれくら

い自らがそれに到達しているかを測った自己評価である。質問項目は次の通りである。 

 

   この授業内で説明された知識を理解し、身につけることができた。（知識・理解） 

   ルーブリックに示されている技能や表現等を身につけることができた。（技能・表現） 

   この授業で学習した知識や技能を活用して、あなた自身や周囲の、問題提起や課題解決

ができるようになった。（思考・判断） 

   この授業で学習した知識や技能を活用して、あなた自身や周囲の、問題提起や課題解決

ができるようになった。（思考・判断） 

 

 

記述による評価 

 選択制では読み取れない、各授業に対する学生の考えをこの記述による評価でみることがで

きる。具体的には以下の質問項目を用意した。 

   この授業で良いと思ったこと 

   この授業で改善すべきだと思った点 

 

 このような授業改善アンケートを Web により全 76 科目、121 クラスにおいて実施した。 

投与された評価票は合わせて 1356 件であった。 
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１ 学生による授業改善アンケート結果の概要  

 

 

 

 



- 4 - 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

 

 

 



- 6 - 

 

 



- 7 - 

 

 

 



- 8 - 

 



- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


